
 

 

 

                            

古代史シリーズ３ 

「神武東征と国つ神」 

 

著者：情報戦略モデル研究所 

井上 正和 

  

本
冊
子
は
、
筆
者
が
古
代
史
セ
ミ
ナ
ー
を
実

施
し
て
い
る
中
で
、
講
義
録
を
製
本
化
し
た
も
の

で
す
。 

神
武
東
征
は
、
初
代
神
武
天
皇
に
な
る
イ
ワ

レ
ヒ
コ
尊
が
古
代
大
和
に
政
権
を
立
て
る
ま
で
の

国
つ
神
と
の
戦
い
と
鎮
撫
の
行
程
で
す
。 

古
代
大
和
政
権
を
創
り
上
げ
る
に
か
く
も

苦
難
の
軍
旅
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
せ
る
東
征

の
行
程
を
通
し
て
、
記
紀
の
記
述
と
現
実
に
も

符
合
す
る
実
在
地
を
検
証
し
な
が
ら「
神
武
東

征
」
を
実
話
と
し
て
学
び
ま
す
。 
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は
じ
め
に 

本
冊
子
は
、
筆
者
が
古
代
史
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
い
る
中
で
、
講
義
録
を
製
本
化
し
た
も
の
で
す
。 

 

筆
者
は
、
以
前IT

メ
ー
カ
ー
のSE

や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
専
門
で
し
た
。
二
十
年
ほ
ど
前
か
ら
大
学
で
の
講
義
を
き
っ
か
け
に
古
代

の
文
化
や
歴
史
に
興
味
が
湧
き
、
古
代
史
の
テ
キ
ス
ト
を
作
り
講
義
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

元
々
、
素
人
が
古
代
史
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
キ
ス
ト
を
作
る
訳
で
す
か
ら
、
古
事
記
や
日
本
書
紀
（以
降
は「
記
紀
」と
い
う
）が
読
め
な
か

っ
た
り
、
古
代
史
は
良
く
分
か
ら
な
い
と
思
わ
れ
て
い
る
初
心
者
の
方
々
が
持
た
れ
る
感
覚
が
同
様
に
疑
問
に
な
り
ま
し
た
。 

当
該
古
代
史
セ
ミ
ナ
ー
が
以
外
に
人
気
が
あ
る
の
は
、
素
人
の
視
点
で
不
明
点
を
解
説
す
る
こ
と
に
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
体
系
化
さ
れ
て
い
て
分
か
り
易
い
と
お
褒
め
を
い
た
だ
き
ま
す
が
、
元SE

と
し
て
シ
ス
テ
ム
設
計
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で

体
系
化
す
る
こ
と
が
性
癖
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
寄
与
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

古
代
史
シ
リ
ー
ズ
３ 

「
神
武
東
征
と
国
つ
神
」
で
は
、
神
武
東
征
は
、
初
代
神
武
天
皇
に
な
る
イ
ワ
レ
ヒ
コ
尊
が
古
代
大
和
に
政
権
を

立
て
る
ま
で
の
国
つ
神
と
の
戦
い
と
鎮
撫
の
行
程
で
す
。
東
征
の
行
程
を
通
し
て
、
記
紀
の
記
述
と
現
実
に
も
符
合
す
る
実
在
地
を
検

証
し
な
が
ら「
神
武
東
征
」
を
実
話
と
し
て
学
び
ま
す
。 

本
冊
子
は
、
記
紀
を
読
み
解
く
た
め
に
、
参
考
図
書
を
主
体
的
に
活
用
し
記
紀
で
裏
付
け
を
す
る
形
で
進
み
ま
す
。
図
柄
は
ウ
キ
ペ
デ
ィ
ア

か
ら
か
な
り
引
用
し
て
い
ま
す
。
活
用
し
ま
し
た
主
要
参
考
図
書
は
次
の
通
り
で
す
。 

 

＋
「
海
道
東
征
を
ゆ
く
」（産
経
新
聞
社
） 

＋
続
「
海
道
東
征
を
ゆ
く
」
（産
経
新
聞
社
） 

＋「
日
本
書
紀
」 

（宇
治
谷 

孟
著
、
講
談
社
） 

＋
「
古
事
記
」 

（
竹
田
恒
泰
著
、
学
研
） 

＋
「
住
吉
大
社
」
（住
吉
大
社
編
、
学
生
社
） 

＋
「
神
武
天
皇
の
真
実
」
（
田
中
英
道
、
扶
桑
社
） 

＋
「
神
社
由
緒
」
（宇
佐
大
社
、
岡
田
宮
、
志
賀
海
神
社
、
宗
像
神
社
） 

な
ど 

本
冊
子
の
古
代
史
シ
リ
ー
ズ
３ 

「
神
武
東
征
と
国
つ
神
」の
全
体
構
成
は
次
の
目
次
に
あ
げ
て
置
き
ま
す
。 
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古
代
史
シ
リ
ー
ズ
３ 

「
神
武
東
征
と
国
つ
神
」の
目
次 

◎ 

 
第
一
章 

「
イ
ワ
レ
ビ
コ
の
出
征
・出
立
」  ................................................................ 

４ 
イ
ワ
レ
ビ
コ
尊
の
生
い
立
ち
か
ら
日
向
に
お
け
る
神
武
東
征
の
準
備
に
関
わ
る
神
社
と
そ
の
伝
承 

を
た
ど
り
ま
す
。 

 第
二
章 

「
岡
田
宮
か
ら
浪
速
へ」  .................................................................... 

１
７ 

九
州
か
ら
瀬
戸
内
海
で
の
国
つ
神
と
の
連
携
と
神
社
・地
域
の
伝
承
を
ひ
も
と
き
ま
す
。 

 第
三
章 

「
ナ
ガ
ス
ネ
ヒ
コ
と
の
戦
い
」  ................................................................ 

２
６ 

倭
の
国
つ
神
と
の
敗
戦
か
ら
熊
野
へ回
遊
す
る
苦
難
の
行
程
と
神
社
・地
域
の
伝
承
を
読
み
解
き 

ま
す
。  

 第
四
章 

「
熊
野
八
咫
烏
の
導
き
」 .................................................................... 

３
５ 

熊
野
か
ら
大
和
に
至
る
ま
で
の
国
つ
神
と
の
戦
い
と
鎮
撫
の
行
軍
、
そ
し
て
熊
野
の
神
々
と
神
社 

の
伝
承
を
解
釈
す
る
。 

 第
五
章 

「
大
和
施
政
の
始
ま
り
」 .................................................................... 

４
５ 

大
和
平
定
か
ら
東
征
を
支
え
た
功
臣
、
脇
役
と
イ
ケ
ス
ヨ
リ
ヒ
メ
と
の
結
婚
ま
で
の
記
紀
伝
承
を 

な
ぞ
る
。 

お
わ
り
に .................................................................................................... 

６
０ 

 
 



 

4 

 

◆ 

第
一
章 

「
イ
ワ
レ
ビ
コ
の
出
生
・出
立
」の
目
次 

 第
一
話 
神
武
東
征
行
程
の
全
体
概
要  ................................................... 

５ 

 第
二
話 

イ
ワ
レ
ビ
コ
誕
生  ................................................................. 

７ 

 

第
三
話 

大
和
思
慕  ....................................................................... 

１
０ 

 第
四
話 

御
船
出 ............................................................................ 

１
２ 

 コ
ラ
ム
：「
神
武
東
征
で
臣
下
と
し
て
係
る
神
々
系
図
」  ................................ 

１
６ 
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第
一
話 

神
武
東
征
行
程
の
全
体
概
要 

 
  

記
紀
の
神
武
東
征
に
記
述
さ
れ
る
地
名
、
神
社
、
祭
り
な
ど
は
現
在
も
ほ
ぼ
同
じ
言
葉
や
現
物
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
こ
の
神
話
は
最
近
の

研
究
で
も
具
体
的
に
現
実
に
結
び
付
い
た
神
話
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。 

記
紀
に
記
述
さ
れ
る
神
武
東
征
は
、
日
向
か
ら
出
立
し
大
和
に
至
る
行
程
で
す
が
、
少
し
奇
異
に
感
じ
る
点
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
日
向

か
ら
浪
速
（
な
に
わ
）
ま
で
の
行
程
で
の
出
来
事
と
浪
速
か
ら
熊
野
を
廻
っ
て
大
和
に
至
る
行
程
の
皇
軍
の
状
態
の
違
い
で
あ
る
。
前
段
の
行
程

は
神
倭
伊
波
礼
毘
古
尊
（カ
ム
ヤ
マ
ト
イ
ワ
レ
ビ
コ
ノ
ミ
コ
ト
、
以
下
イ
ワ
レ
ビ
コ
と
い
う
）への

歓
待
と
国
つ
神
の
支
援
の
も
と
に
軍
を
進
め
る
が
、
後
段
の
行
程
は
敵
味
方
が
現
れ
、
激

し
い
戦
い
の
行
程
に
な
る
。 

そ
の
こ
と
は
古
代
大
和
を
起
こ
し
た
イ
ワ
レ
ビ
コ
の
時
代
の
瀬
戸
内
海
に
あ
る
地
域
は
味

方
、
近
畿
と
畿
内
は
敵
味
方
の
入
り
乱
れ
る
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
イ
ワ
レ

ビ
コ
は
こ
の
よ
う
な
敵
味
方
相
乱
れ
る
畿
内
に
お
い
て
大
王
家
と
し
て
古
代
大
和
を
創
設

す
る
の
で
す
か
ら
、
大
和
に
は
強
力
に
イ
ワ
レ
ビ
コ
を
支
援
す
る
豪
族
が
い
た
こ
と
が
推
察

で
き
ま
す
。 

 
ま
ず
、
神
武
東
征
の
行
程
の
全
体
像
を
掴
ん
で
お
き
ま
し
ょ
う
。
全
体
像
を
掴
ん
で
お
く

こ
と
で
、
東
征
で
の
出
来
事
を
よ
り
正
確
に
把
握
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
神
武
東
征
の
開

始
点
は
日
向
で
す
。
九
州
で
は
瀬
戸
内
海
を
安
全
に
航
行
す
る
た
め
の
船
団
、
船
頭
や
水

主
（
か
こ
）の
装
備
を
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
豊
後
水
道
（速
吸
之
門
：
は
や
す
ひ

の
と
）の
難
所
を
航
行
し
、
比
売
大
神
（ヒ
メ
オ
オ
カ
ミ
：
宗
像
三
女
神
）を
祀
る
現
在
の
宇

佐
神
宮
や
現
在
の
岡
田
宮
で
あ
る
岡
水
門
（お
か
す
の
と
）に
逗
留
し
て
い
る
こ
と
で
判
断

で
き
ま
す
。
宗
像
三
女
神
と
は
、
宗
像
大
社
（福
岡
県
宗
像
市
）に
祀
ら
れ
て
い
る
三
柱
の

女
神
の
こ
と
で
す
。
天
照
大
神
が
須
佐
之
男
命
と
の
誓
約
で
産
ん
だ
霧
か
ら
生
ま
れ
た
と

さ
れ
る
女
神
た
ち
で
、
そ
れ
ぞ
れ
沖
津
宮
の「
田
心
姫
神
（
タ
ゴ
リ
ヒ
メ
）」、
中
津
宮
の「
湍

津
姫
神
（
タ
ギ
ツ
ヒ
メ
）」、
辺
津
宮
の「
市
杵
島
姫
神
（イ
チ
キ
シ
マ
ヒ
メ
）」で
す
。 

 

浪
速
ま
で
の
瀬
戸
内
海
の
航
路
で
は
安
芸
（あ
き
）の
埃
宮
（え
の
み
や
）と
吉
備
の
高
島

参照資料１－１：神武東征の行程

はやすひのと

うさ

あいのみや
たかしまのみや

ちぬのうみ

おのみなと

に
し
き
う
ら

おかすのと

くさかむらいわれ

美々津

都農

豊後水道

さの出典：ウィキペディアから図柄引用
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宮
で
の
滞
在
が
長
く
、
そ
し
て
航
行
の
難
所
の
明
石
海
峡
や
浪
速
の
津
（港
の
こ
と
）が
あ
る
。
安
芸
（
あ
き
：
広
島
県
）は
出
雲
に
近
く
、
東
征

当
時
で
あ
れ
ば
出
雲
支
配
の
強
い
地
域
で
し
た
。
出
雲
と
の
交
流
と
安
芸
の
港
湾
の
開
発
、
国
つ
神
（く
に
つ
か
み
）の
支
援
が
あ
り
、
こ
の
航

路
で
最
も
強
い
勢
力
を
持
っ
て
い
た
吉
備
に
逗
留
し
、
軍
備
の
増
強
と
整
備
を
図
る
。
両
地
域
の
豪
族
か
ら
も
大
歓
待
さ
れ
る
こ
と
で
強
い
つ

な
が
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
明
石
海
峡
や
浪
速
（な
に
わ
）の
津
（港
）
は
潮
の
満
ち
干
時
の
波
の
速
さ
が
あ
り
、
そ
の
速
さ
に
対
応
で
き

る
熟
練
の
船
頭
な
し
で
は
操
舵
で
き
な
い
難
所
で
あ
っ
た
。
明
石
海
峡
は
渦
を
巻
い
て
流
れ
、
浪
速
の
潟
は
難
波
（な
ん
ば
）と
言
わ
れ
る
ほ
ど

当
時
は
着
岸
が
難
し
か
っ
た
。
国
つ
神
で
あ
る
豪
族
が
そ
の
熟
練
の
船
頭
を
手
配
・支
援
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

一
方
、
浪
速
か
ら
熊
野
灘
を
廻
っ
て
大
和
への
イ
ワ
レ
ビ
コ
の
行
程
は
、
そ
こ
で
の
国
つ
神
が
敵
味
方
に
分
か
れ
て
イ
ワ
レ
ビ
コ
に
立
ち
向
か
う

「
戦
い
の
行
軍
」に
な
る
。
最
初
の
戦
い
の
難
波
で
は
長
髄
彦
（ナ
ガ
ス
ネ
ヒ
コ
）に
敗
れ
、
イ
ワ
レ
ビ
コ
の
長
兄
、
五
瀬
命
（イ
ッ
セ
ノ
ミ
コ
ト
）を
喪

う
。
熊
野
へ
の
回
航
で
は
紀
伊
川
の
河
口
の
名
草
邑
（な
ぐ
さ
む
ら
）で
の
戦
い
が
あ
り
、
初
勝
利
す
る
が
、
そ
の
後
の
航
行
に
お
い
て
熊
野
灘
の

荒
波
で
さ
ら
に
二
人
の
兄
を
亡
く
し
ま
す
。
イ
ワ
レ
ビ
コ
の
身
内
が
ほ
と
ん
ど
居
な
く
な
り
、
家
臣
と
の
信
頼
関
係
で
行
軍
を
進
め
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
陥
る
。
熊
野
の
丹
敷
浦
（に
し
き
う
ら
）に
上
陸
し
、
大
和
を
目
指
す
が
、
熊
野
の
神
の
怒
り
に
触
れ
全
軍
が
気
を
失
い
倒
れ
る
。

そ
の
時
、
高
天
原
か
ら
の
最
初
の
救
援
を
受
け
る
。
天
照
大
神
の
命
に
よ
っ
て
、
一
横
刀
（た
ち
）を
受
け
て
窮
地
を
逃
れ
、
加
え
て
八
咫
烏
（ヤ

タ
ガ
ラ
ス
）
が
遣
わ
さ
れ
、
そ
の
導
き
の
も
と
に
大
和
に
向
け
歩
を
進
め
る
。
大
和
に
向
か
う
途
中
の
吉
野
、
宇
陀
（う
だ
）、
城
島
（き
し
ま
）、

そ
し
て
目
的
地
の
橿
原
（
か
し
は
ら
）に
至
る
ま
で
敵
味
方
に
分
か
れ
た
国
つ
神
の
激
し
い
抵
抗
を
受
け
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
抵
抗
に
対
処

し
て
勝
利
し
、
最
後
の
戦
い
の
城
島
（
し
き
し
ま
）で
饒
速
日
命
（ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
ノ
ミ
コ
ト
）
が
長
髄
彦
の
軍
隊
を
引
き
連
れ
、
イ
ワ
レ
ビ
コ
に
帰
順
し

神
武
東
征
の
行
程
は
終
焉
す
る
。
こ
の
浪
速
（な
に
わ
）か
ら
の
後
半
の
行
程
は
、
イ
ワ
レ
ビ
コ
と
い
う
皇
軍
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
苦
難
の
行
軍
を

強
い
ら
れ
た
こ
と
を
記
紀
は
記
述
す
る
。
お
そ
ら
く
、
北
九
州
の
文
化
を
持
っ
た
集
団
が
大
和
を
目
指
し
て
抵
抗
す
る
敵
を
倒
し
、
治
め
る
ま

で
の
苦
難
の
経
験
が
言
い
伝
え
と
し
て
あ
り
記
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
苦
難
を
具
体
的
に
記
述
し
て
い
る
こ
と
に
も
現
実
性
を
感
じ

と
れ
る
。 

 

神
武
天
皇
が
稲
作
を
広
め
た
と
い
う
伝
承
が
神
武
東
征
に
は
あ
り
、
水
田
農
耕
の
始
ま
り
を
想
起
さ
せ
る
。
水
田
農
耕
は
弥
生
時
代
前
期

に
九
州
か
ら
西
日
本
に
普
及
し
、
生
産
性
が
飛
躍
的
に
向
上
す
る
。
水
田
耕
作
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
の
大
和
の
人
口
は
急
激
に
増
加
す
る
。

大
和
の
人
口
は
弥
生
時
代
末
期
、
約
六
十
万
人
で
あ
っ
た
人
口
が
奈
良
時
代
前
に
は
四
五
〇
万
人
に
な
る
。
こ
の
弥
生
時
代
に
稲
作
技
術
を

広
め
た
歴
史
的
行
動
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
れ
は
神
武
東
征
の
重
要
懸
案
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
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第
二
話 

イ
ワ
レ
ビ
コ
ノ
誕
生 

神
武
天
皇
が
天
皇
に
な
る
ま
で
の
古
事
記
で
の
正
式
名
称
は
神
倭
伊
波
礼
毘
古
尊
（カ
ム
ヤ
マ
ト
イ
ワ
レ
ビ
コ
ノ
ミ
コ
ト
）で
あ
る
。
長
々
し
い

の
で
以
下
、「
イ
ワ
レ
ビ
コ
」と
い
う
。
天
孫
降
臨
を
さ
れ
た
瓊
瓊
杵
尊
（ニ
ニ
ギ
ノ
命
）の
曾
孫
（ひ
ま
ご
）に
当
た
り
幼
少
名
を「
狭
野
尊
（サ
ノ

ミ
コ
ト
）
」と
い
わ
れ
た
。 

 

神
武
天
皇
が
大
和
に
橿
原
（か
し
は
ら
）
宮
を
造
営
し
た
際
の
言
葉
が
日
本
書
紀
に
あ
る
。
こ
の
言
葉
に
東
征
への
想
い
が
表
さ
れ
て
い
る
。 

「
六
合
（り
く
ご
う
・く
に
の
う
ち
）を
兼
ね
て
都
を
開
き
、
八
紘
（は
ち
く
お
う
）を
掩
（お
ほ
）ひ
て
宇
（い
え
）と
為
さ
む
こ
と
、
亦
可
（よ
か
）

ら
ず
や
」と
あ
る
。
意
味
は
、「
四
方
の
国
々
を
統
合
し
て
都
を
開
き
、
天
下
を
覆
っ
て
我
が
家
と
す
る
こ
と
は
は
な
は
だ
良
い
こ
と
で
は
な
い

か
」
と
い
う
国
造
り
宣
言
で
あ
る
。 

こ
の
宣
言
は「
八
紘
一
宇
（は
っ
こ
う
い
ち
う
）」と
言
わ
れ
る
も
の
で
、
国
家
を
家
と
捉
え
、

大
和
朝
廷
を
一
家
の
主
、
各
国
を
家
族
に
し
、
仲
良
く
暮
ら
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で

す
。
イ
ワ
レ
ビ
コ
が
出
生
し
、
東
征
を
開
始
す
る
日
向
の
宮
崎
平
和
台
公
園
に
昭
和
十
五

年
の
皇
紀
二
六
〇
〇
年
を
記
念
し
て
平
和
の
塔
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
（参
照
資
料1-2

）。

こ
の
塔
の
四
隅
に
は
神
武
の
四
面
性
を
表
す
四
魂
、「
荒
魂
（あ
ら
み
た
ま
）」「
和
魂
（に
ぎ

み
た
ま
）」「
幸
魂
（さ
ち
み
た
ま
）
」「
奇
魂
（く
し
み
た
ま
）」が
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
神
道
で

は「
一
霊
四
魂
」と
い
い
、
そ
の
意
味
は
人
の
霊
魂
は
天
と
繋
が
る
一
霊「
直
霊
（な
お
ひ
）」

と
四
つ
の
魂
か
ら
成
り
立
つ
と
い
う
霊
魂
観
で
す
。
四
つ
の
魂
と
は
、 

「
荒
魂
」と
は
、
勇
気
を
表
し
、
前
に
進
む
力
で
荒
々
し
さ
の
神
霊 

「
和
魂
」と
は
、
親
し
み
を
表
し
、
人
と
親
し
く
交
わ
る
神
霊 

「
幸
魂
」と
は
、
愛
を
表
し
、
人
を
愛
し
育
て
る
、
幸
せ
に
す
る
神
霊 

「
奇
魂
」と
は
、
智
を
表
し
、
物
事
を
観
察
し
分
析
し
、
悟
る
力
を
持
つ
知
性
の
神
霊
と
言

わ
れ
ま
す
。
イ
ワ
レ
ビ
コ
は
こ
の
四
魂
を
強
く
備
え
た
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

記
紀
か
ら
伺
え
る
東
征
の
重
要
な
目
的
の
一
つ
は
、
軍
事
行
動
だ
け
で
は
な
く
、
当
時
の

三
大
文
明
で
あ
る「
稲
作
」と「
鉄
器
」、
そ
し
て「
灌
漑
技
術
」を
伝
播
し
、
支
配
し
て
行
っ

た
旅
で
は
な
い
の
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
美
土
（う
ま
し
つ
ち
）、
い
わ
ゆ
る
水
稲
に
適

し
た
土
地
を
求
め
、
東
征
の
ゆ
か
り
の
地
で
井
戸
を
掘
り
、
灌
漑
の
施
し
を
す
る
記
述
か

参照資料１－２：平和の塔 宮崎平和台公園

出典：ウィキペディアから図柄引用

和魂幸魂奇魂荒魂
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ら
伺
え
る
。
東
征
の
期
間
は
古
事
記
で
は
十
六
年
間
、
書
紀
で
は
六
年
間
か
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
期
間
の
違
い
は
安
芸
（あ
き
：広
島
県
）

と
吉
備
（き
び
：岡
山
県
）
の
滞
在
期
間
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
古
事
記
で
は
安
芸
と
吉
備
は
そ
れ
ぞ
れ
七
年
、
八
年
で
あ
る
が
、
日
本
書

紀
で
は
そ
れ
ぞ
れ
二
か
月
、
三
年
で
あ
る
。
長
野
正
孝
氏
著「
古
代
史
の
謎
は
海
路
で
解
け
る
」に
よ
れ
ば
、
瀬
戸
内
海
航
路
が
出
来
て
い
た
と

み
る
か
、
航
路
と
港
を
啓
開
（港
や
航
路
を
開
発
す
る
こ
と
）し
な
が
ら
進
ん
だ
の
か
の
違
い
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
る
。
確
か
に
安
芸
と
吉
備
は

瀬
戸
内
海
航
路
で
は
枢
要
の
港
の
地
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 

イ
ワ
レ
ビ
コ
の
生
誕
地
は
日
向
の
皇
子
原
（お
う
じ
ば
る
）に
あ
る
。
ニ
ニ
ギ
ノ
命
が
天
孫
降
臨
さ
れ
た
高
千
穂
の
峯
の
近
く
に
位
置
す
る
。

「
天
皇
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
明
達
（さ
か
）し
く
、
意
か
た
く
ま
し
ま
す
。
」（
日
本
書
紀
）と
あ
る
。
皇
子
原
に
は
隣
接
し
て
狭
野
神
社
（さ
の

じ
ん
じ
ゃ
）
が
あ
り
、
イ
ワ
レ
ビ
コ
の
幼
少
名
は「
狭
野
尊
（サ
ノ
ミ
コ
ト
）」と
い
う
。
皇
子
原
は
宮
崎
平
野
を
潤
す
大
淀
川
の
源
流
に
あ
り
、
現

在
の
え
び
の
市
と
都
城
市
の
中
間
に
位
置
し
、
こ
の
一
帯
は
水
稲
が
可
能
で
あ
る
。
都
城
市
や
え
び
の
市
界
隈
で
初
期
稲
作
の
石
包
丁
や
土

器
が
出
土
し
て
お
り
、
稲
作
先
進
地
で
あ
っ
た
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。 

 

こ
の
地
域
の
出
土
品
で
あ
る
貝
輪
（参
照
資
料1-3

）な
ど
か
ら
南
西
諸
島
と
の
交
流

が
あ
っ
た
こ
と
が
判
っ
て
お
り
、
最
近
の
米
のD

N
A

（プ
ラ
ン
ト
オ
パ
ー
ル
）鑑
定
で
は
水
稲

は
中
国
江
南
地
区
（揚
子
江
の
河
口
域
）か
ら
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
イ
ワ

レ
ビ
コ
が
吾
田
（あ
た
）村
の
吾
平
津
姫
（ア
ヒ
ラ
ツ
ヒ
メ
）を
娶
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
に

な
る
。
吾
田
村
は
薩
摩
半
島
西
部
で
貝
輪
交
易
が
盛
ん
な
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
吾

田
村
の
高
橋
貝
塚
か
ら
貝
輪
が
出
土
す
る
こ
と
で
分
か
る
。
貝
輪
と
は
沖
縄
周
辺
産
の

大
型
の
貝
か
ら
作
る
腕
輪
で
、
后
や
姫
に
と
っ
て
高
価
な
必
需
品
で
あ
り
、
そ
の
流
通
は

九
州
北
部
や
瀬
戸
内
海
東
部
ま
で
流
通
し
て
い
た
。
イ
ワ
レ
ビ
コ
が
東
征
を
す
る
財
力
は

貝
輪
貿
易
に
よ
る
収
益
で
力
を
蓄
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
天
孫
降
臨
し
た
ニ
ニ
ニ
ギ
ノ
命

が
正
室
の
木
花
之
佐
久
夜
毘
売
（コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
）も
こ
の
地
か
ら
娶
っ
た
と
記
紀

に
記
述
す
る
こ
と
か
ら
、
歴
史
上
で
重
要
な
地
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。 

東
征
開
始
時
に
、
ア
ヒ
ラ
ツ
ヒ
メ
は
イ
ワ
レ
ビ
コ
の
足
手
ま
と
い
に
な
る
こ
と
を
気
遣
い
、

同
伴
せ
ず
に
イ
ワ
レ
ビ
コ
を
見
送
っ
た
。
イ
ワ
レ
ビ
コ
を
見
送
る
ア
ヒ
ラ
ツ
ヒ
メ
の
像
が
、
現

在
の
日
向
市
油
津
港
に
あ
る
吾
平
津
（ア
ヒ
ラ
ツ
）神
社
に
あ
り
、
ア
ヒ
ラ
ツ
ヒ
メ
が
祭
神

と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
。
イ
ワ
レ
ビ
コ
の
皇
居
は
皇
宮
神
社
と
し
て
宮
崎
神
宮
か
ら
西
北

参照資料１－３：貝輪

イモ貝 ゴウウラ貝

吾多村
（高橋貝塚）

出典：ウィキペディアから図柄引用
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約
六
百
メ
ー
ト
ル
先
の
丘
に
あ
る
。
イ
ワ
レ
ビ
コ
は
十
五
歳
に
な
る
と
こ
の
地
に
移
り
、
四
五
歳
で
東
征
を
始
め
る
ま
で
こ
こ
に
住
ん
だ
。
地
名

起
源
の
視
点
か
ら「
宮
崎
」と
は
宮
（皇
宮
）の
崎
（前
）の
意
味
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
る
。
皇
宮
神
社
は
大
和
朝
廷
成
立
後
、
九
州
に
下
向
し

て
き
た
皇
孫
の
建
磐
龍
命
（タ
ケ
イ
ワ
タ
ツ
ノ
ミ
コ
ト
）
が
そ
の
縁
に
因
ん
で

創
祀
し
、
第
十
代
崇
神
天
皇
の
時
代
に
社
殿
が
創
建
さ
れ
た
。 

 

出
雲
の
国
譲
り
の
後
の
神
武
東
征
の
目
的
の
も
う
一
つ
は
、
出
雲
に
替
わ

っ
て
葦
原
中
国
（あ
し
は
ら
な
か
こ
く
）を
治
め
る
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
、

当
時
の
大
和
は
三
輪
山
の
主
、
大
国
主
神
（オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
ノ
カ
ミ
）
の
幸

魂
・奇
魂
で
あ
る
大
物
主
大
神
（オ
オ
モ
ノ
ヌ
シ
ノ
オ
オ
カ
ミ
）の
影
響
が
強

く
残
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
出
雲
の
国
つ
神
の
大
国
主
神
の
関
係
者
が
多
く
居

た
こ
と
に
な
る
。 

神
武
東
征
は
、
イ
ワ
レ
ビ
コ
が
橿
原
宮
（
か
し
は
ら
ぐ
う
）で
初
代
神
武
天

皇
と
称
し
、
大
物
主
命
の
娘
と
婚
姻
を
結
び
、
出
雲
勢
力
の
支
援
を
得
て

大
和
を
治
め
る
こ
と
で
完
了
し
、
国
譲
り
が
完
結
す
る
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
。 

 

こ
れ
か
ら
の
話
の
展
開
で
必
要
に
な
る
神
武
東
征
に
係
る
神
々
（参
照
資

料1
-4

）を
整
理
し
て
お
こ
う
。
イ
ワ
レ
ビ
コ
は
ニ
ニ
ギ
ニ
命
の
孫
で
あ
る
鵜
葺

草
葺
不
合
尊
（ウ
ガ
キ
フ
キ
ア
エ
ズ
ノ
ミ
コ
ト
）と
海
神
（ワ
ダ
ツ
ミ
）の
娘
で

あ
る
玉
依
毘
売
命
（
タ
マ
ヨ
リ
ヒ
メ
ノ
ミ
コ
ト
）の
間
に
生
ま
れ
た
第
四
子
で

あ
る
。
長
兄
に
五
瀬
命
（イ
ッ
セ
ノ
ミ
コ
ト
）
、
次
兄
に
稲
氷
命
（イ
ナ
ヒ
ノ
ミ

コ
ト
）、
三
兄
に
御
毛
沼
命
（ミ
ケ
ヌ
ノ
ミ
コ
ト
）が
あ
り
、
イ
ワ
レ
ビ
コ
の
東
征

に
随
伴
す
る
。
イ
ワ
レ
ビ
コ
は
二
人
の
妻
を
娶
る
。
日
向
に
居
た
時
の
阿
比

良
比
売
命
（吾
平
津
媛
：ア
ヒ
ラ
ツ
ヒ
メ
）、
も
う
ひ
と
方
は
東
征
完
了
後
、

大
和
で
大
物
主
の
娘
、
富
登
多
多
良
伊
須
須
岐
比
売
命
（
ホ
ト
タ
タ
ラ
イ

ス
ス
ギ
ヒ
メ
ノ
ミ
コ
ト
）、
別
称
は
比
売
多
多
良
伊
須
気
余
理
比
売
命
（ヒ
メ

タ
タ
ラ
イ
ス
ケ
ヨ
リ
ヒ
メ
ノ
ミ
コ
ト
）で
あ
る
。
長
い
名
な
の
で
一
般
に
は
、
伊

須
気
余
理
比
売
命
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。 

玉
依
毘
売
命

（
た
ま
よ
り
ひ
め
の
み
こ
と
）

鵜
葺
草
葺
不
合
命

（
う
が
や
ふ
き
あ
え
ず
の
み
こ
と
）

五
瀬
命

（
い
つ
せ
の
み
こ
と
）

稲
氷
命

（
い
な
ひ
の
み
こ
と
）

御
毛
沼
命

（
み
け
ぬ
の
み
こ
と
）

神
倭
伊
波
礼
毘
古
命
（
神
武
天
皇
）

（
か
む
や
ま
と
い
わ
れ
び
こ
の
み
こ
と
）

阿
比
良
比
売
命
（
吾
平
津
媛
）

（
あ
ひ
ら
ひ
め
）

多
芸
志
美
美
命

（
た
ぎ
し
み
み
の
み
こ
と
）

岐
須
美
美
命

（
ぎ
す
み
み
の
み
こ
と
）

三
島
溝
咋

（
み
し
ま
み
ぞ
く
い
） 勢
夜
陀
多
良
比
売

（
せ
や
だ
た
ら
ひ
め
）

大
物
主
神

（
お
お
も
の
ぬ
し
の
か
み
）

（
ほ
と
た
た
ら
い
す
す
ぎ
ひ
め
の
み
こ
と
）

富
登
多
多
良
伊
須
須
岐
比
売
命

（
比
売
多
多
良
伊
須
気
余
理
比
売
命

（
ひ
め
た
た
ら
い
す
け
よ
り
ひ
め
の
み
こ
と
）

神
八
井
耳
命

（
か
み
や
い
み
み
の
み
こ
と
）

日
子
八
井
命

（
ひ
こ
や
い
み
こ
と
）

神
沼
川
耳
命
（綏
靖
天
皇
）

（
か
み
ぬ
な
か
わ
み
み
の
み
こ
と
）

倭
迹
迹
日
百
襲
姫
命

（
や
ま
と
と
と
ひ
も
も
そ
ひ
め
）

（
箸
墓
古
墳
の
主
）

意
富
多
々
泥
古
（
お
お
た
た
ね
こ
）

（末裔）

参照資料１－４： 神武天皇と大物主の系図（古事記ベース）

出典：「街道東征をいく」（産経新聞）

三輪山の神

三兄 二兄 長兄
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三
輪
山
の
神
、
大
物
主
神
は
三
人
の
妻
を
娶
っ
て
い
る
。
農
耕
神
で
あ
る
三
島
溝
咋
（ミ
シ
マ
ミ
ゾ
ク
イ
）の
娘
、
勢
夜
陀
多
良
比
売
（
セ
ヤ
ダ

タ
ラ
ヒ
メ
）と
の
間
に
伊
須
気
余
理
比
売
命
を
も
う
け
る
。
神
武
天
皇
の
后
と
な
る
。
そ
の
他
に
、
倭
迹
迹
日
百
襲
姫
命
（ヤ
マ
ト
ト
ト
ヒ
モ
モ

ソ
ヒ
メ
）は
箸
墓
古
墳
に
埋
葬
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
后
で
あ
り
、
ま
た
活
玉
依
比
売
（
イ
ク
タ
マ
ヨ
リ
ヒ
メ
）が
い
る
。
こ
の
比
売
は
夜
に
し
か
会
え

な
い
大
物
主
命
を
見
極
め
よ
う
と
大
物
主
命
に
糸
を
括
り
付
け
、
翌
朝
括
り
付
け
た
糸
を
辿
っ
て
夫
君
を
見
届
け
る
。
そ
の
時
、
糸
が
三
輪

残
っ
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
山
を
三
輪
山
と
名
付
け
た
と
い
う
謂
れ
の
あ
る
比
売
で
あ
る
。
神
武
天
皇
と
伊
須
気
余
理
比
売
命
の
間
に
は

三
子
が
あ
り
、
末
弟
の
神
沼
川
耳
命 

（カ
ミ
ヌ
ナ
カ
ワ
ミ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
）
が
第
二
代
天
皇
と
し
て
綏
靖
天
皇
（ス
イ
ゼ
イ
テ
ン
ノ
ウ
）
を
名
乗
る
。

吾
平
津
媛
（ア
ヒ
ラ
ツ
ヒ
メ
）と
の
間
に
は
二
子
が
あ
り
、
神
武
天
皇
の
死
後
紛
争
を
巻
き
起
こ
す
。 

 第
三
話 

大
和
思
慕 

 

 

日
本
書
紀
で
は
、
イ
ワ
レ
ビ
コ
は
塩
土
老
翁
（シ
オ
ツ
チ
ノ
オ
ジ
）
に
国
を
治
め
る
最
適
値
を

尋
ね
、
翁
が「
東
に
美
地
（
う
ま
し
つ
ち
）あ
り
。
青
山
四
周
（せ
い
ざ
ん
よ
も
に
め
ぐ
れ
り
）」

と
云
う
。
意
味
は
、
東
方
に
青
い
山
々
に
囲
ま
れ
た
美
し
い
土
地
が
あ
る
。
さ
ら
に「
そ
の
中

へ天
の
磐
舟
（ア
マ
ノ
イ
ワ
フ
ネ
）に
乗
っ
て
と
び
降
り
た
者
が
あ
る
。
と
び
降
り
た
者
は
饒
速

日
（ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
）と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
へ
行
っ
て
都
を
造
る
に
限
る
。
」と
応
え
る
。
こ

の
地
に
は
イ
ワ
レ
ビ
コ
と
同
様
に
、
既
に
高
天
原
か
ら
天
孫
降
臨
し
た
同
族
神
（天
つ
神
）が

居
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
イ
ワ
レ
ビ
コ
は「
何
れ
の
地
（と
こ
ろ
）に
坐
（い
ま
）さ
ば
、
天
の
下

の
政
を
平
ら
け
く
聞
こ
し
看
（め
）さ
む
。
な
を
東
に
行
か
む
と
思
う
」と
天
下
の
政
治
を
無

事
に
行
え
る
と
こ
ろ
を
悩
み
、
東
に
向
か
う
決
意
を
兄
に
語
り
東
征
を
決
意
す
る
。 

 

ワ
レ
ビ
コ
は
注

四
五
歳
の
時
、
皇
宮
神
社
の
北
に
位
置
す
る
湯
之
宮
神
社
で
最
初
の
軍
議

を
開
き
、
東
征
を
開
始
す
る
。
湯
之
宮
神
社
は
イ
ワ
レ
ビ
コ
が
東
征
の
最
初
の
宿
泊
地
と
さ

れ
る
神
社
で
、
最
初
の
軍
議
を
開
い
た
と
さ
れ
る
こ
の
地
に
白
梅
の
座
論
梅
（ざ
ろ
ん
ば
い
）

が
あ
り
、
隣
接
し
て
イ
ワ
レ
ビ
コ
が
湯
あ
み
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
御
浴
場
之
跡
が
あ
る
。 

 

（
注
）
古
代
の
年
齢
の
数
え
方
は
魏
志
倭
人
伝
に
あ
る「
春
耕
秋
収
を
記
し
て
年
紀
と
な
す
」
に
あ
る
よ
う

に
、
春
に
苗
を
植
え
て
秋
収
穫
す
る
の
を
一
歳
と
す
る
か
ら
一
年
で
二
歳
を
取
る
こ
と
に
な
る
。
雄
略
天

皇
の
前
ま
で
は
二
歳
一
年
と
見
る
の
が
適
切
と
言
わ
れ
る
。 

参照資料１－５：都農神社

出典：ウィキペディアから図柄引用
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九
州
は
宮
崎
か
ら
北
九
州
の
岡
田
宮
ま
で
、
瀬
戸
内
海
の
行
程
は
岡
田
宮
か
ら
浪
速
ま
で
に
な
る
。
最
初
の
逗
留
地
は
軍
備
の
備
え
の
た
め

の
都
農
（つ
の
）で
あ
る
（参
照
資
料1-1

）。 

 
都
農
町
に
矢
研
（や
と
）ぎ
の
滝
が
あ
る
。
矢
を
研
い
で
軍
備
を
整
え
た
場
所
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
地
は
山
と
海
の
距
離
が
近
い
た
め
に
食
物

が
得
や
す
い
。
ま
た
、
矢
研
ぎ
の
滝
を
上
る
と
、
尾
鈴
山
（お
す
ず
や
ま
）が
あ
る
。
こ
の
山
に
は
火
成
岩
の
石
英
斑
岩
（せ
き
え
い
は
ん
が
ん
）

が
あ
り
、
矢
じ
り
に
適
し
た
石
が
潤
沢
に
取
れ
る
。
矢
の
材
料
に
な
る
矢
竹
も
茂
っ
て
い
る
。
当
時
、
軍
備
で
最
強
の
武
器
で
あ
る
弓
矢
の
準
備

に
最
適
の
地
で
あ
る
。
こ
の
地
に
都
農
（つ
の
）神
社
（参
照
資
料1-5

）が
あ
る
。
祭
神
は
大
己
貴
命
（オ
オ
ナ
ム
チ
ノ
ミ
コ
ト
）で
あ
る
。
大
己
貴

命
は
出
雲
の
大
国
主
命
の
若
年
時
の
名
前
で
あ
る
。
そ
の
場
所
で
弓
矢
の
準
備
を
し
た
と
い
う
こ
と
は
出
雲
の
勢
力
と
協
力
す
る
と
い
う
意

思
の
表
れ
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
次
に
向
か
っ
た
地
は
美
々
津
港
が
あ
る
美
々
津
（み
み
つ
）で
あ
る
。 

 

美
々
津
港
は
、
イ
ワ
レ
ビ
コ
が
船
出
さ
れ
た
港
と
い
う
こ
と
で
御
津
（み
つ
）と
呼
ば
れ
た
こ
と
が
訛
っ
て
美
々
津
に
な
っ
た
（参
照
資
料1-

6

）。
大
船
に
適
し
た
良
港
で
船
を
作
る
木
材
、
楠
（く
す
の
き
）に
事
欠
か
ず
、
技
術
を
持
っ
た
人
が
い
る
。
立
磐
（た
て
い
わ
）
神
社
の
辺
り
を

中
心
に
今
も
楠
の
群
生
林
が
あ
る
。
楠
は
樟
脳
（し
ょ
う
の
う
）油
を
含
む
た
め
耐
久
性
、
保
存
性
に
優
れ
て
い
る
。
元
々
、
こ
の
美
々
津
港
に

注
ぐ
耳
川
（み
み
が
わ
）流
域
は
良
木
の
産
地
で
あ
り
、
森
林
に
恵
ま
れ
、
現
在
で
も
宮
崎
県
の
森
林
面
積
の
二
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
。

東
征
に
向
け
た
軍
船
を
建
造
し
、
準
備
し
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。
立
磐
神
社
の
祭
神
は
、
神
武
天
皇
の

他
に
、
住
吉
大
社
の
三
祭
神
と
同
じ
底
筒
男
命
（ソ

コ
ツ
ツ
オ
ノ
ミ
コ
ト
）、
中
筒
男
命
（
ナ
カ
ツ
ツ
オ
ノ
ミ
コ

ト
）、
表
筒
男
命
（ウ
ワ
ツ
ツ
オ
ノ
ミ
コ
ト
）を
祭
る
。

大
和
朝
廷
が
航
海
の
三
神
と
し
て
崇
め
た
神
で
あ

り
、
住
吉
大
社
の
祭
神
で
す
。
こ
の
港
に
イ
ワ
レ
ビ
コ

の
船
出
に
関
わ
る「
お
き
よ
祭
（参
照
資
料1-7

）」が

残
り
面
白
い
。
そ
の
謂
れ
は
、
物
見
番
か
ら
潮
も
風

も
ち
ょ
う
ど
良
い
の
知
ら
せ
が
あ
り
、
八
月
二
日
の

船
出
予
定
を
一
日
に
急
き
ょ
繰
り
上
げ
、
八
朔
（は

っ
さ
く
：
八
月
一
日
）午
前
四
時
に
変
更
し
た
。
裏
方

は
大
慌
て
で
、
餡
（あ
ん
）と
も
ち
が
一
緒
に
な
っ
た

団
子「
つ
き
入
れ
団
子
」を
作
り
献
上
し
た
（参
照
資

出典：ウィキペディアから図柄引用

耳川、美々津港

立磐神社

参照資１－６：耳川 美々津港、立磐神社

あんこが外側に

出典：ウィキペディアから図柄引用

つき入れ団子

「おきよ！」起こし

イワレビコ船団の船出

参照資料１－７：参考図：おきよ祭り
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料1-
7

）
。
子
供
た
ち
が
朝
四
時
の
出
船
に
向
け
て
、「
お
き
よ
！
お
き
よ
！
」と
言
っ
て
イ
ワ
レ
ビ
コ
軍
勢
を
起
こ
し
て
回
る
。
つ
き
入
れ
団
子
が

お
土
産
と
し
て
今
も
売
ら
れ
て
い
る
。
戦
前
ま
で
は
船
出
の
様
子
も
演
出
し
た
ら
し
い
。
そ
し
て
、
船
出
し
た
イ
ワ
レ
ビ
コ
の
軍
団
は
大
入
島
（お

お
に
ゅ
う
じ
ま
）を
廻
り
豊
予
海
峡
に
向
か
う
。 

  

第
四
話 

御
船
出 

古
代
の
船
の
能
力
で
は
何
度
も
港
に
停
泊
し
な
が
ら
の
航
海
で
あ
っ
た
。
美
々
津
か
ら
豊
国
の
宇
佐
ま
で
の
間
で
、「
居
立
（い
だ
ち
）の
神
の

井
」
、「
大
入
島
（お
お
に
ゅ
う
じ
ま
）」、「
速
吸
之
門
（は
や
す
ひ
の
と
）の
三
か
所
に
立
ち
寄
っ
て
い
る
。
水
や
食
料
を
補
給
し
た
の
で
あ
る
。

居
立
の
神
の
井
は
現
在
の
大
分
県
佐
伯
市
米
水
津
（よ
の
う
ず
）に
あ
る
。
米
と
水
を
補
給
し
た
港
で
あ
り
そ
の
行
動
が
地
名
と
な
っ
て
い
る
。

豊
予
海
峡
（ほ
う
よ
か
い
き
ょ
う
）
に
入
る
前
に
は
大
入
島
に
立
ち
寄
っ
て
い
る
。
こ
の
地
は
元
々
水
源
の
無
い
島
で
あ
っ
た
が
、
イ
ワ
レ
ビ
コ
が
島

民
の
窮
状
を
知
っ
て
立
ち
寄
り
、
地
中
深
く
弓
を
突
き
立
て「
水
よ
、
い
で
よ
」と
祈
念
す
る
と
、
清
ら
か
な
水
が
湧
き
だ
し
た
と
い
う
。
ま
た

島
民
は
イ
ワ
レ
ビ
コ
が
立
ち
去
る
時
に
た
き
火
で
見
送
っ
た
と
い
う
故
事
が
残
っ
て
い
る
。
井
戸
は 

「
神
の
井
」と
命
名
さ
れ
、
焚
火
は「
ト
ン
ド

火
祭
り
」
と
し
て
現
在
も
年
一
回
催
さ
れ
て
い
る
。
イ
ワ
レ
ビ
コ
は
水
脈
を
知
る
井
戸
と
灌
漑
の
技
術
を
持
っ
て
伝
え
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

豊
予
海
峡
は
速
吸
之
門
（は
や
す
ひ
の
と
）と
呼
ば
れ
る
。
現
在
は
佐
賀
関

の
関
サ
バ
、
関
ア
ジ
で
知
ら
れ
る
処
で
あ
る
。
大
分
県
大
分
市
（旧
佐
賀
関
町
）

の
関
崎
と
愛
媛
県
伊
方
町
（旧
三
崎
町
）
の
佐
田
岬
に
よ
っ
て
挟
ま
れ
る
海
峡

で
海
峡
幅
は
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
し
か
な
く
、
最
大
水
深
は
約
一
九
五
メ
ー
ト

ル
。
日
本
最
大
の
断
層
で
あ
る
中
央
構
造
線
が
こ
の
岬
の
間
に
走
る
た
め
、
深

層
流
と
の
対
流
が
起
こ
る
場
所
で
あ
る
。
魚
に
と
っ
て
は
豊
饒
の
海
に
な
る

が
、
航
海
は
難
渋
を
究
め
る
。
こ
こ
に
、
助
っ
人
珍
彦
（ウ
ズ
ヒ
コ
）が
現
れ
、

「
天
神
（あ
ま
つ
か
み
）の
子
来
（い
）で
ま
す
と
聞
（う
け
た
ま
わ
）り
、
故
に
即

ち
迎
え
奉
る
」と
言
い
、
イ
ワ
レ
ビ
コ
軍
船
の
先
導
役
を
務
め
る
。
海
の
豪
族
と

想
定
で
き
る
が
、
東
征
で
は
イ
ワ
レ
ビ
コ
の
側
近
的
役
割
を
終
始
果
た
し
て
い

く
。
後
に
大
和
の
国
造
（く
に
み
や
っ
こ
）の
祖
と
し
て
取
り
立
て
ら
れ
、
イ
ワ
レ

ビ
コ
は「
椎
し
ひ
根
津
彦
（お
し
ひ
ね
つ
ひ
こ
）
」の
名
を
与
え
て
い
る
。 

参照資料１－８：速吸之門（豊予海峡）

出典：ウィキペディア

出典：ウィキペディアから図柄引用

断面

早吸日女神社

関崎
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こ
の
豊
予
海
峡
の
佐
賀
関
半
島
の
関
崎
（せ
き
ざ
き
）に
早
吸
日
女
神
社
（
は
や
す
ひ
め
じ
ん
じ
ゃ
）
が
あ
り
伝
承
が
残
っ
て
い
る
（参
照
資

料1-
8,9

）
。
そ
の
伝
承
と
は
、
こ
の
海
峡
を
通
る
時
、
急
な
風
雨
と
荒
波
に
襲
わ
れ
た
。
椎
根
津
彦
（し
い
ね
つ
ひ
こ
）
が
海
面
を
の
ぞ
く
と
、

海
底
か
ら
異
様
な
光
が
さ
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
従
え
て
い
た
海
女
の
姉
妹
を
潜
ら
せ
る
と
、
光
の
源
は
神
剣
で
大
蛸
が
守
護
し
て
い
て
い
た
神

剣
を
差
し
出
し
た
。
こ
の
神
剣
は
イ
ザ
ナ
キ
が
絶
え
ず
佩
（は
）い
て
い
た
も
の
で
、
権
現
礁
（ご
ん
げ
ん
べ
い
）で
禊
（み
そ
ぎ
）の
最
後
に
海
底
へ

沈
め
た
。
大
蛸
は
そ
の
神
剣
を
預
か
り
守
護
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
大
蛸
は
イ
ザ
ナ
キ
の
子
孫
が
来
た
こ
と
を
喜
び
神
剣
を
返
し
た
の
で
あ

る
。 

海
女
の
姉
妹
は
そ
の
神
剣
を
イ
ワ
レ
ビ
コ
に
届
け
る
と
長
時
間
の
潜
水
が
た
た
っ
て
息
絶
え
て
し
ま
う
。 

イ
ワ
レ
ビ
コ
は
海
女
の
姉
妹
を
手
厚

く
葬
り
、
神
剣
を
ご
神
体
と
す
る
小
さ
な
祠
（ほ
こ
ら
）を
建
て
、
イ
ザ
ナ
キ
が
禊
の
時
に
生
ま
れ
た
八
十
枉
津
日
神
（ヤ
ソ
マ
ガ
ツ
ヒ
ノ
カ
ミ
）

を
祭
神
と
し
て
建
国
の
大
請
願
を
立
て
た
と
伝
わ
る
。
早
吸
日
女
神
社
（
は
や
す
ひ
め
じ
ん
じ
ゃ
）で
は
、
参
拝
者
が
願
い
事
が
叶
う
よ
う
蛸
の

絵
と
蛸
を
食
べ
な
い
期
間
を
書
い
て
貼
る
。「
蛸
断
ち
祈
願
」と
言
わ
れ
る
。
同
神
社
の
三
十
九
代
宮
司
の
小
野
氏
は
代
々
一
生
涯
蛸
を
食
べ

な
い
と
云
う
か
ら
蛸
断
ち
が
千
年
以
上
続
い
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
関
崎
を
廻
る
と
宇
佐
に
着
く
。 

 

イ
ワ
レ
ビ
コ
は
柁
鼻
（か
じ
は
な
）の
地
に
上
陸
し
宇
佐
へ向
か
っ

た
と
書
紀
に
あ
る
。
宇
佐
は
豊
国
（と
よ
く
に
）と
言
わ
れ
、
宇

佐
の
民
は
宮
を
造
り
歓
待
し
た
。
現
在
の
宇
佐
神
宮
の
場
所
に

な
る
（参
照
資
料1-10

）。「
宇
沙
都
比
古
（ウ
サ
ツ
ヒ
コ
）・宇
沙

都
比
売
（ウ
サ
ツ
ヒ
メ
）は
足
一
騰
宮
（
あ
し
ひ
と
つ
あ
が
り
の
み

や
）を
造
り
、
大
御
饗
（お
お
み
あ
え
）を
献
（た
て
ま
つ
）る
。
」

と
古
事
記
に
記
さ
れ
る
。
注

足
一
騰
宮
と
は
片
方
の
一
柱
が
川

の
中
あ
っ
た
宮
殿
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
（
注
）
宇
佐
神
宮
を

周
る
寄
藻
川
（
よ
り
も
か
わ
）
が
あ
り
、
こ
の
川
沿
い
に
足
一
騰
宮
の
遺
跡

が
残
っ
て
い
る
。 

 
こ
の
歓
待
に
イ
ワ
レ
ビ
コ
は
喜
び
、
家
臣
の
天
種
子
命
（ア
マ
ノ

タ
ネ
ノ
ミ
コ
ト
）に
宇
沙
都
比
売
を
娶
る
こ
と
を
進
め
る
。
地
元

有
力
者
と
家
臣
の
姻
戚
関
係
は
宇
佐
が
支
配
下
に
あ
り
、
大
和

と
の
関
係
も
深
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
天
種
子
命
は
ニ
ニ
ギ
命

参照資料１－９：速吸日女神社（蛸神社）
出典：ウィキペディア

参照資料１－１０：宇佐神宮

大入島

早吸日女神社

出典：ウィキペディアから図柄引用

柁鼻
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が
天
孫
降
臨
さ
れ
た
時
の
随
伴
神
の
子
孫
で
あ
る
（コ
ラ
ム
参
照
）。
宇
沙
都
比
売
（ウ
サ
ツ
ヒ
メ
）が
天
つ
神
と
婚
姻
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
天

つ
神
に
関
わ
る
一
族
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 
宇
佐
市
に
は
九
州
最
古
と
言
わ
れ
る
三
世
紀
後
半
の
前
方
後
円
墳
、
赤
塚
古
墳
が
あ
る
。
三
世
紀
後
半
と
言
え
ば
大
和
の
最
初
の
前
方

後
円
墳
が
三
世
紀
中
葉
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
副
葬
品
と
し
て
三
角
縁
神
獣
鏡
四
面
・三
角
縁

龍
虎
鏡
一
面
、
碧
玉
管
玉
、
鉄
刀
片
、
鉄
斧
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
銅
鏡
は
、
椿
井
大
塚
山
古
墳
（京
都
府
）、
石
塚
山
古
墳
（福
岡
県
）、

原
口
古
墳
（同
）
出
土
の
も
の
と
注

同
笵
鏡
（ど
う
は
ん
き
ょ
う
）で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
初
期
の
ヤ
マ
ト
王
権
が
各
地
の
首
長
に
与
え
た
も
の

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。(

注) 

「
同
笵
鏡
」
の
意
味
は
同
じ
鋳
型
ま
た
は
原
型
か
ら
作
ら
れ
た
鏡
の
こ
と
。 

こ
の
こ
と
か
ら
、
日
向
と
宇
佐
は
海
路
を
通
じ
て
か
な
り
の
親
密
な
交
流
が
あ
り
、
大
和
朝
廷
に
忠
誠
し
た
、
あ
る
い
は
同
族
の
国
家
だ
っ
た

と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
宇
佐
を
発
つ
と
次
の
寄
港
地
は
岡
田
宮
（
お
か
だ
の
み
や
）で
あ
る
。 

 

岡
田
宮
（
筑
紫
）は
、
現
在
の
北
九
州
市
八
幡
西
区
に
あ
り
、
関
門
海
峡
に
接
し
た
場
所
に
あ
る
。
イ
ワ
レ
ビ
コ
は
竺
紫
（つ
く
し
）の
岡
田
宮

（
参
照
資
料1

-1
1

）
で
一
年
間
滞
在
す
る
。
北
九
州
の
要
衝
の
地
で
抑
え
て
お
か
な
い
と
大
和
への
航
路
を
確
保
で
き
な
く
な
る
地
で
あ
る
。

岡
田
宮
の
伝
承
に
よ
れ
ば
、
岡
田
宮
は
崗
地
方
（お
か
ち
ほ
う
：遠
賀
郡
）を
治
め
て
い
た
熊
族
が
祖
先
神
を
祭
っ
て
い
た
社(

古
事
記
）」と
言

わ
れ
る
。
元
宮
の
一
宮
神
社
に
は
イ
ワ
レ
ビ
コ
が
祭
祀
を
行
っ
た
祭
場
跡「
磐
境
（い
わ
さ

か
）」が
残
る
。 

 
祭
神
に
神
日
本
磐
余
彦
命
（神
武
天
皇
）を
筆
頭
に
、
岡
田
の
宮
の
右
殿
の
熊
手
宮
に
大

国
主
命
、
少
名
彦
神
、
県
主
熊
鰐
命
が
祭
ら
れ
て
い
る
。
宮
司
は
熊
鰐
命
（ク
マ
ワ
ニ
ノ
ミ
コ

ト
）の
末
裔
の
熊
鰐
氏
で
あ
る
。
こ
の
祭
神
を
見
る
と
こ
の
関
門
海
峡
を
当
時
は
熊
鰐
族
が

牛
耳
っ
て
お
り
、
祭
神
か
ら
は
出
雲
の
大
国
主
命
の
支
配
か
ら
、
大
和
朝
廷
の
支
配
へと
変

わ
っ
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。
愈
々
、
中
国
地
方
の
安
芸
に
向
か
う
。
大
和
朝
廷
発
足
後
、

県
主
に
任
じ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
臣
下
の
礼
を
執
り
協
力
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
地
の
滞
在
の
一
年
い
た
の
は
、
熊
族
は
海
を
中
心
の
生
活
だ
っ
た
か
ら
、
イ
ワ
レ
ビ
コ
が
コ
メ

の
安
定
性
を
教
え
、
よ
り
幸
せ
に
な
れ
る
と
思
わ
せ
る
た
め
に
、
稲
を
実
際
に
栽
培
し
て
伝

授
し
た
一
年
と
い
う
可
能
性
が
高
い
。
米
は
一
粒
で
三
百
粒
を
作
り
出
す
非
常
に
生
産
性

が
高
く
、
安
定
性
の
あ
る
作
物
で
あ
っ
た
。
岡
田
宮
の
祭
神
の
熊
鰐
命
は
熊
族
の
祖
神
で
あ

り
海
神
（ワ
タ
ツ
ミ
）で
あ
る
。
海
神
は
紀
元
前
か
ら
古
代
大
和
が
出
来
る
ま
で
北
九
州
の

沿
岸
を
中
心
に
活
躍
し
、
最
先
端
の
武
器
、
操
舵
術
、
文
化
を
有
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

岡田宮

参照資料１－１１：岡田宮

出典：ウィキペディアから図柄引用

岡田宮
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そ
れ
は
北
九
州
の
沿
岸
部
を
中
心
と
し
て
銅
器
、
鉄
器
、
陶
磁
器
、
古
墳
等
の
遺
跡
が
集
中
す
る
こ
と
か
ら
判
断
で
き
る
。
最
古
の
倭
国
に

対
す
る
記
述
は
後
漢
書
で
紀
元
前
五
十
七
年
に
贈
っ
た「
漢
奴
倭
国
王
の
金
印
」の
記
述
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
年
代
以
前
に
大
陸
と

の
交
流
が
活
発
に
行
わ
れ
、
そ
の
た
め
の
渡
し
の
神
と
言
わ
れ
る
船
頭
（海
神
）
が
居
た
こ
と
に
な
る
。
金
印
は
志
賀
島
で
江
戸
時
代
に
発
見

さ
れ
た
が
こ
の
地
に
志
賀
海
（し
か
う
み
）神
社
が
あ
る
。
将
に
海
神
（わ
た
つ
み
）に
は
も
っ
て
こ
い
の
玄
界
灘
の
荒
波
を
避
け
る
良
港
の
地
形

で
あ
る
。
祭
神
は
上
津
綿
津
見
神
（ウ
ワ
ツ
ワ
タ
ツ
ミ
ノ
カ
ミ
）、
中
津
綿
津
見
神
（ナ
カ
ツ
ワ
タ
ツ
ミ
ノ
カ
ミ
、
底
津
綿
津
見
神
（ソ
コ
ツ
ワ
タ
ツ

ミ
ノ
カ
ミ
）の
三
神
で
あ
る
。
こ
の
神
裔
（神
の
子
孫
の
こ
と
）が
阿
曇
（あ
ず
み
）
族
で
あ
る
と
社
伝
に
記
す
。
一
説
に
よ
る
と
奴
国
（な
こ
く
）は

こ
の
阿
曇
族
が
持
っ
て
い
た
国
で
は
な
い
か
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
る
の
は
頷
け
る
。 

 

記
紀
に
よ
る
と
綿
津
見
神
三
神
は
伊
邪
那
岐
命
が
黄
泉
（よ
み
）の
国
か
ら
逃
げ
帰
り
、
筑
紫
の
日
向
の
小
戸
の
橘
の
檍
原
（あ
わ
き
は
ら
）

で
禊
（み
そ
ぎ
）を
さ
れ
た
時
に
、
海
の
表
面
（上
津
）、
中
ほ
ど
（中
津
）、
海
底
（底
津
）
で
綿
津
見
三
神
が
成
っ
た
と
記
す
。
そ
し
て
、
綿
津
見

神
が
成
っ
た
す
ぐ
後
に
表
筒
之
男
神
、
中
筒
之
男
神
、
底
筒
之
男
神
の
住
吉
大
社
の
住
吉
三
神
が
成
っ
て
い
る
。
こ
の
注

神
裔
（し
ん
え
い
）が

住
吉
族
に
な
る
。
（
注
）
神
の
子
孫
の
こ
と
。 

 

記
紀
で
伝
え
て
い
る
系
譜
（参
照
資
料1-

12

）を
み
る
と
、
伊
邪
那
岐
命
の

禊
で
、
阿
曇
の
神
が
成
っ
た
直
ぐ
後
に
住
吉
の
神
が
成
る
こ
と
か
ら
阿
曇
族
が

最
初
の
海
神
で
あ
り
、
そ
の
弟
神
と
し
て
住
吉
族
が
出
て
き
た
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
さ
ら
に
、
伊
邪
那
岐
命
が
禊
で
目
を
洗
っ
た
時
成
っ
た
神
が
天
照
大
神

で
あ
る
か
ら
、
綿
津
見
三
神
と
住
吉
三
神
、
天
照
大
神
は
人
間
の
世
界
で
は

兄
弟
神
に
な
る
。
そ
の
天
照
大
御
神
と
弟
の
須
佐
之
男
神
の
間
の
注

誓
約
（う

け
い
）で
多
岐
都
比
売
命
（た
ぎ
つ
び
め
の
み
こ
と
）、
市
寸
島
比
売
命
（い
ち
き

し
ま
び
め
の
み
こ
と
）、
多
紀
理
毘
売
命
（
た
き
り
び
め
の
み
こ
と
）の
宗
像
三

神
が
成
る
。
（
注
）
仏
菩
薩
ま
た
は
神
が
、
衆
生
を
救
済
し
よ
う
と
す
る
、
そ
の
誓
い
。 

綿
津
見
三
神
と
住
吉
三
神
か
ら
見
れ
ば
人
間
界
で
い
え
ば
姪
に
相
当
す
る

か
ら
宗
像
族
は
よ
り
後
に
阿
曇
族
か
ら
分
岐
し
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
こ
の

三
女
神
は
宇
佐
大
社
の
祭
神
の
一
つ
で
あ
る
比
売
大
神
と
宗
像
大
社
の
祭
神

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
要
に
な
る
関
門
海
峡
を
占
め
て
い
た
熊

族
は
北
九
州
の
文
化
が
大
和
に
移
動
す
る
時
の
神
武
東
征
で
記
述
さ
れ
る
の

だ
か
ら
、
住
吉
三
神
の
後
に
阿
曇
氏
か
ら
分
岐
し
た
一
族
と
い
え
る
。 

 

参照資料１－１２：海神と熊鰐族の位置づけ

伊
邪
那
岐
神

伊
邪
那
美
神

表
筒
之
男
命
（う
わ
つ
つ
の
お
の
み
こ
と
）

上
津
綿
津
見
神
（（う
え
つ
わ
た
つ
み
の
か
み
）

中
筒
之
男
命

中
津
綿
津
見
神

底
筒
之
男
命

底
津
綿
津
見
神

出典： 古代筑紫三家族の謎（gooブログ）、「古事記」 （竹田恒泰著、学研）

月
読
命

筑前で海人集団を率いた豪

族、阿曇（あずみ）連の祖

航海の神で、住吉大神といわれる

誓約

天
照
大
御
神

須
佐
之
男
神

多
紀
理
毘
売
命

中
津
宮

市
寸
島
比
売
命

辺
津
宮

多
岐
都
比
売
命

沖
津
宮

た
き
り
び
め

た
き
つ
び
め

（湍
津
姫
（た
ぎ
つ
ひ
め
）

（田
心
姫
（た
こ
り
ひ
め
）

（市
杵
嶋
姫
）宗像三神

・三神の降臨は熊族の
支配地域、熊鰐氏

・熊族は綿津見神の１族

阿曇氏
の姪
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コ
ラ
ム
：
「
神
武
東
征
で
臣
下
と
し
て
係
る
神
々
系
図
」 

 
イ
ワ
レ
ビ
コ
（神
倭
伊
波
礼
毘
古
命
）は
須
佐
之
男
神
の
六
代
目
の
出
雲
の
大
神
に
当
た
る
大
国
主
命
の
幸
魂
（さ
ち
み
た
ま
）、
奇
魂

（
く
し
み
た
ま
）
で
あ
る
大
物
主
神
（
オ
オ
モ
ノ
ヌ
シ
ノ
カ
ミ
）の
娘
で
あ
る
伊
須
気
余
理
比
売
（
イ
ス
ケ
ヨ
リ
ヒ
メ
）
と
結
婚
し
、
橿
原
宮

（か
し
は
ら
ぐ
う
）を
建
て
神
武
天
皇
と
し
て
初
代
天
皇
と
な
る
（参
照
資

料1
-13

）
。
大
国
主
神
の
幸
魂
・奇
魂
で
あ
る
大
物
主
神
は
三
輪
山
の
神
で

あ
る
か
ら
、
大
和
の
地
を
治
め
て
い
た
の
は
出
雲
を
中
心
と
し
た
勢
力
で
あ

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
イ
ワ
レ
ビ
コ
は
出
雲
勢
力
と
の
調
和
を
執
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。 神

武
東
征
で
の
同
伴
者
は
三
人
の
兄
の
み
で
は
な
く
、
天
孫
降
臨
の
随
伴

神
の
子
孫
が
イ
ワ
レ
ビ
コ
の
臣
下
と
し
て
同
行
す
る
。 

 

天
児
屋
根
命
（
ア
メ
ノ
コ
ヤ
ネ
ノ
ミ
コ
ト
）
の
子
孫
で
藤
原
氏
の
祖
に
な
る
天

種
子
命
（ア
マ
ノ
タ
ネ
ノ
ミ
コ
ト
）、
天
津
久
米
命
（ア
マ
ノ
ツ
ク
メ
ノ
ミ
コ
ト
）の

子
孫
で
久
米
氏
の
祖
に
な
る
大
来
米
命
、
天
忍
日
命
（
ア
メ
ノ
オ
シ
ヒ
ノ
ミ
コ

ト
）の
子
孫
で
大
伴
氏
の
祖
に
な
る
道
臣
命
（
ミ
チ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
）
で
あ
る
。

古
代
大
和
発
足
時
の
側
近
の
豪
族
で
あ
る
。 

 

熊
野
路
で
イ
ワ
レ
ビ
コ
の
軍
団
が
熊
野
の
神
の
毒
気
に
当
た
り
倒
れ
た
時
、

高
天
原
の
建
御
雷
神
が
一
横
刀
（た
ち
）を
下
ろ
し
、
イ
ワ
レ
ビ
コ
に
届
け
さ

せ
た
の
は
高
倉
下
命
（
タ
カ
ク
ラ
ジ
ノ
ミ
コ
ト
）
、
そ
の
こ
と
で
イ
ワ
レ
ビ
コ
軍
団

は
窮
地
を
脱
す
る
。 

 

東
征
の
最
終
地
、
城
島
（
し
き
し
ま
）
で
対
抗
す
る
長
髄
彦
命
（ナ
ガ
ス
ネ

ヒ
コ
）の
軍
団
を
引
き
連
れ
イ
ワ
レ
ビ
コ
に
投
降
す
る
の
は
ニ
ニ
ギ
ノ
命
の
兄
神

の
天
火
明
命
（
ア
メ
ノ
ホ
ア
カ
リ
ノ
ミ
コ
ト
）の
子
孫
、
邇
藝
速
日
命
（ニ
ギ
ハ
ヤ

ヒ
ノ
ミ
コ
ト
）
で
あ
る
。
物
部
氏
の
祖
神
と
云
わ
れ
、
古
代
大
和
で
軍
事
と
祭

祀
の
二
大
機
能
を
持
ち
勢
力
を
ふ
る
う
こ
と
に
な
る
。 

 

参照資料１－１３：神武東征で関係する神々系図

伊
邪
那
岐
神

伊
邪
那
美
神

山
神
＝
大
山
津
見
神

木
花
之
佐
久
夜
毘
売

（
神
阿
多
都
比
売
）

天
照
大
御
神

須
佐
之
男
神

・・・・

邇
邇
芸
命

（に
に
ぎ
の
み
こ
と
）（神

倭
伊
波
礼
毘
古
命

（
神
武
天
皇
）

櫛
名
田
比
売

神世7代

表
筒
之
男
命

（う
わ
つ
つ
の
お
の
み
こ
と
）

上
津
綿
津
見
神

（（う
え
つ
わ
た
つ
み
の
か
み
）

中
筒
之
男
命

中
津
綿
津
見
神

底
筒
之
男
命

底
津
綿
津
見
神

建
御
雷
神

高
御
産
巣
日
神

神
産
巣
日
神

・・

天
忍
穂
耳
命

（あ
め
の
お
し
ほ
み
み
の
み
こ
と
）

・・

別天神（ことあまつかみ：5柱）

大
物
主
神

伊
須
気
余
理
比
売

出典： 「海道東征」をゆく（産経新聞社）、「古事記」 （竹田恒泰著、学研）

火
神
＝
火
之
迦
具
土
神

高
倉
下
命

（た
か
く
ら
じ
）

夢で知らせる

天
之
御
中
主
神

万
幡
豊
秋
津
師
比
売
命
（栲
幡
千
千
姫
命
）

（
よ
ろ
ず
は
た
と
よ
あ
き
つ
し
ひ
め
の
み
こ
と
）

天
火
明
命

（あ
め
の
ほ
あ
か
り
の
み
こ
と
）

（
に
ぎ
は
や
ひ
の
み
こ
と
）

＝
邇
藝
速
日
命

天
忍
日
命

（あ
め
の
お
し
ひ
の
み
こ
と
）

天
津
久
米
命

(

あ
ま
つ
く
め
の
み
こ
と
）

思
金
命
、
天
手
力
男
神
、
猿
田
毘
古
命
、

天
石
戸
岩
神
、
登
由
宇
気
神

降臨随伴神（13柱：古事記）

大
伴
氏
の
祖

大
来
米
命

物
部
氏
の
祖

道
臣
命

久
米
氏
の
祖

天
児
屋
根
命
（春
日
権
現
）

(

あ
め
の
こ
や
ね
の
み
こ
と
）

藤
原
氏
の
祖

天
種
子
命

天
宇
受
賣
命
、
伊
斯
許
度
売
命
、

布
刀
玉
命
（太
玉
命
）、
玉
祖
命

5伴諸 7警備神

尾
張
連
の
祖

天孫降臨

天孫降臨
隋阪神
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◆

第
二
章 

「
岡
田
宮
か
ら
浪
速
へ」の
目
次 

 

 

以降省略 
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参
考
図
書 

 
＋
「
海
道
東
征
を
ゆ
く
」（産
経
新
聞
社
） 

 

＋
続
「
海
道
東
征
を
ゆ
く
」
（産
経
新
聞
社
） 

 

＋「
日
本
書
紀
」 
（宇
治
谷 

孟
著
、
講
談
社
） 

 

＋
「
古
事
記
」 

（
竹
田
恒
泰
著
、
学
研
） 

 

＋
「
住
吉
大
社
」
（住
吉
大
社
編
、
学
生
社
） 

 

＋
「
神
武
天
皇
の
真
実
」
（
田
中
英
道
、
扶
桑
社
） 

 

＋
「
神
社
由
緒
」
（宇
佐
大
社
、
岡
田
宮
、
志
賀
海
神
社
、
宗
像
神
社
） 
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お
わ
り
に 

  
イ
ワ
レ
ビ
コ
尊
に
よ
る「
神
武
東
征
」
、
小
生
が
古
代
史
を
勉
強
始
め
た
こ
ろ
は
こ
の
東
征
の
記
述
は
作
り
話
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
現
在

は
事
実
に
基
づ
い
た
行
動
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
そ
う
確
信
し
た
理
由
は
次
の
三
点
の
根
拠
か
ら
で
す
。 

 

一
点
目
は
、
記
紀
に
記
述
さ
れ
て
い
る
事
象
、
場
所
・地
域
、
国
つ
神
な
ど
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
に
裏
付
け
が
あ
り
、
現
存
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

東
征
の
行
程
で
起
こ
っ
た
事
象
は
そ
の
地
の
伝
承
・言
い
伝
え
や
祭
り
、
神
社
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
し
、
イ
ワ
レ
ビ
コ
尊
が
立
ち
寄
っ
た
場
所
・

地
域
名
は
現
在
も
ほ
ぼ
完
全
に
残
っ
て
い
ま
す
。
国
つ
神
に
関
し
て
も
神
武
東
征
を
支
援
し
た
国
つ
神
は
大
和
朝
廷
確
立
後
に
県
主
や
国
造

と
し
て
そ
の
氏
名
が
記
述
さ
れ
後
世
ま
で
残
っ
て
い
る
。
当
時
の
情
報
伝
達
網
を
考
え
る
と
、
五
世
紀
こ
ろ
ま
で
馬
は
な
く
、
船
に
よ
る
伝
達

が
最
速
の
指
令
網
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
記
紀
編
纂
時
の
八
世
紀
に
す
べ
て
の
伝
承
地
と
記
紀
の
記
述
の
整
合
性
を
取
る
こ
と
は
不
可

能
に
近
い
。
現
地
で
そ
の
伝
承
が
残
っ
た
と
考
え
る
の
が
常
識
的
で
す
。 

 
 

二
点
目
は
、
高
天
原
の
中
核
に
あ
り
、
初
代
天
皇
に
な
る
イ
ワ
レ
ビ
コ
尊
の
皇
軍
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
難
波
で
ナ
ガ
ス
ネ
ヒ
コ
の
軍
に
敗

れ
、
熊
野
へ回
航
す
る
。
そ
し
て
、
熊
野
か
ら
大
和
を
目
指
す
行
程
で
も
三
人
の
兄
を
亡
く
し
随
所
で
苦
戦
し
、
苦
し
み
な
が
ら
歩
を
進
め
て

行
軍
し
て
い
る
。
皇
軍
に
し
て
は
見
苦
し
い
状
況
で
あ
り
な
が
ら
あ
り
の
ま
ま
に
日
本
の
正
史
で
あ
る
記
紀
に
記
述
し
て
い
る
。
神
武
東
征
は

出
雲
の
国
譲
り
の
後
、
瓊
瓊
杵
尊
（
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
）の
天
孫
降
臨
、
そ
し
て
イ
ワ
レ
ビ
コ
尊
の
神
武
東
征
に
な
る
が
、
大
和
に
は
出
雲
に
関
係

が
あ
り
、
国
譲
り
に
抵
抗
す
る
国
つ
神
が
居
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
出
雲
か
ら
遠
く
離
れ
て
お
り
、
三
輪
山
を
中
心
と
し
た
出
雲
勢
力
が
あ

た
こ
と
か
ら
、
出
雲
の
国
譲
り
後
も
出
雲
の
残
存
勢
力
が
大
和
に
残
っ
て
い
た
こ
と
は
あ
り
う
る
事
柄
と
納
得
で
き
ま
す
。 

三
点
目
は
、
神
武
東
征
の
前
に
大
和
に
降
臨
し
て
い
る
饒
速
日
命
（ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
ノ
ミ
コ
ト
）
は
出
雲
の
国
譲
り
の
前
に
降
臨
し
て
い
る
が
、
大

和
を
抑
え
き
れ
て
い
な
い
状
況
が
そ
の
ま
ま
記
述
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
イ
ワ
レ
ビ
コ
尊
の
東
征
を
受
け
て
高
天
原
の
勢
力
が
大
和
を
治
め

て
い
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
ま
す
。 

記
紀
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
記
述
を
み
れ
ば
、
神
武
東
征
が
現
実
的
に
起
こ
り
う
る
状
況
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
実
に
遭
遇
し
た
皇

軍
の
苦
難
を
後
世
に
も
伝
達
し
た
事
実
の
記
述
と
考
え
ら
れ
る
。
。 
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